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私は、2011年3月31日 付けをもって、龍谷大学法学部教授を退職します。

龍谷大学では、企業法務を専門として丁度10年 間勤めさせていただ きまし

た。その前には企業で法務の仕事を約30年 間経験 して、定年退職後に大学

でお世話になったわけです。龍谷大学法学部では、その年の退職者の名前

を冠 した 「龍谷法学」の退職記念号が発行されます。私の場合、その号で
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は最も簡単な経歴書を掲載いただくだけに止めてお くつもりでしたが、思

い直 して、「企業法務と私」のタイトルでこの一文 を寄稿させていただく

ことにしました。その直接のきっかけは、法科大学院卒業生の中で、司法

試験の受験がうまく行かず受験資格を失ってしまった学生数人が、私の研

究室に企業への就職相談に訪れたことです。

訪れた学生達は、企業法務について知識も経験も全 くない学生ばか りで

したので、私は次のようなア ドバイスを行いました。企業にアクセスする

場合は、先ず、私の 「企業法務に関する理論 と実務」(龍 谷法学第42巻 第

4号掲載)と 「企業における法的リスクとその管理」(龍 谷法学42巻3号 掲

載)を よく読んでおくこと、次に、就職希望先企業の経営理念や事業内容

をよく調べておくこと、その上で、自己推薦書の作成や面接 を受ける際に

は、自分が法務担当としていかに希望先企業に貢献できるか説得力ある意

見が表明できるように準備すること、が重要であるといった話 をしまし

た。また、自分たちは3年 間の法科大学院での学習 と厳 しい受験勉強を経

て、他の一般人にはない高い能力、意思力と忍耐力を備えているはずであ

るから、自信を持って自分を売 り込んで欲 しいと、強 く要請 しておきまし

た。 しかし、それだけでは説得力がありませんので、私もかつて司法試験

を志 しながら途中挫折 したことのある一人として、私の企業法務に係わる

人生経験 を語ることが、法曹志望から企業への就職に転 じた学生達に少 し

で も力になるのではと思い、この一文を寄せることに致 しました。

なお、司法試験 に合格 し晴れて弁護士になった人達が、企業関係弁護士

を目指される場合には、第H項 の私の企業法務部での経験 を知っていただ

くことが、企業の法務部門や担当者にアクセスし、コンタク トする際に

は、お役に立つのではと思います。 さらに、現に企業で法務業務を担当す

る方々にとっては、法務業務や法務部門をいかにして充実 させ るかを考え

る際に、同項が参考になるのではと思います。
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1企 業法務 に係わ る前の時代

1大 学生の頃

私は、大阪市立大学大学院修士課程中退です。司法試験 を目指そうか と

思ったのは、大学3年 生の頃です。ゼ ミは商法の西原寛一先生のゼミです。

残念ながら、西原先生には、授業以外で個人的な教えは全く受けていませ

ん。西原先生が商法学の世界で大先生であったことをよく知らず、私の内

気な性格もあって、先生の研究室に押 しかけるというようなこともあ りま

せんで した。

また、憲法学の黒田了一先生(元 大阪府知事)が 、父(歯 科医)が 田辺

市の教育委員長の頃、講演に来られて父と意気投合 し、私が大阪市立大学

に合格 したときには、いち早 くお祝いの連絡をいただいた くらいです。そ

れにもかかわらず、先生に直接ご挨拶に行 くこともせず失礼なことであっ

たと、今思えば汗顔の至 りです。学部生当時は司法試験を意識 した勉強は

殆 どしませんでしたが、大学の授業 と試験はまじめに勉強 したと思いま

す。司法試験の受験 もあって、何 となく大学院に進学 しましたが、相変わ

らず司法試験向きの勉強はしていなかったように思います。

そのうち民事訴訟の小室直人先生か ら、「僕の弟子にしてもよい。そし

たら東京大学に国内留学 もある」といったお話があったのです。そのと

き、「先生、先ず司法試験に合格 してか らお願い します」 とお返事をした

ことが、私の人生の失敗の始まりです。こんな有 り難いお話を簡単に片付

けてしまったのです。西原先生、黒田先生、小室先生は、既に故人になら

れましたが、私の偏屈な性格から本当に失礼なことをしたと、悔やまれて

な りません。特に、私が大学の教員になって学生と接するにつけ余計にそ

う思います。

大学院で肝腎の司法試験も受からずにいる間に、勉強が嫌になってしま

い、修士論文 も書 くことなく故郷(紀 州の田辺市)に 帰って しまったので
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す。従って私は大学院修士課程中退です。人生のなんたるかを知らなさす

ぎた報いです。

2故 郷在住の頃

故郷でしばらくは勉強を一人でやっていました。遂にはそれもやめて し

まって、今でいうガーデニングをしたり、泉水で錦鯉を飼ったり、浜辺で

キス釣 りをしたりしながら、大の男が欝屈 とした生活を送っていたわけで

す。両親としては辛い思いをしたと思いますが、ただ黙って見守っていて

くれたのです。そのことへの申し訳なさと感謝の気持は、両親が亡 くなっ

た今 も忘れていないつ もりです。

そのうち、隣町の白浜に大 きなレジャーランド兼ホテル(以 下同ホテル

といいます)が で きるということになり、地元新聞に従業員募集広告が

掲載 されました。それを見て 「僕行こうかな」と父にいうと、「それはい

い」 とほっとした表情をした父の顔が今でも思い出されます。人手不足の

同ホテルでは即日に採用となり、裏方の管理業務 を担当することとなりま

した。仕事の内容は、法務とは全 く関係のない人事 ・採用や庶務の仕事で

す。私にとっては、これが初めての就職 ということになります。当時の白

浜のホテルは、建物の外観はホテルではあっても中身は昔ながらの旅館で

すので、勤務条件が極端に悪 く、朝早 くから夜遅 くまで働いて休みは月2・

3日取れればいい方 という状態でした。そのため、2・3年 もすれば、社員

の殆どが変わってしまうという状況であったように思います。それで も、

それまでの響屈 とした生活に比べると、大して苦にはな りませんで した。

それも司法試験で養われた忍耐力のおかげです。

私の結婚相手は、同ホテルテナントのお土産店にいました。父の知 り合

いの元校長先生がテナ ントの事務局長をされていて、時々手伝いに来るお

土産店オーナーの娘さんを私に紹介 して くれたのです。何度かデー トをし

ましたが、そのうちホ ンダの軽自動車の中で、先方から断 りの話 しを切 り
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出されたのです。 しかし、そこからが私の本領発揮です。田辺 ・白浜の間

を何度も往復 しなが ら、人生のこと、将来のことなどについて熱弁をふる

い、ついには、断りの返事 を承諾の返事にひっくり返 したのです。この熱

弁 も、司法試験の勉強のおかげと思っています。ただ、結婚 ともなると田

舎のホテル勤務では、やって行けないことが分かっていましたので、都会

の大企業への転職を決心しました。

3入 社の頃

私が京都の御室に本社のある立石電機(現 オムロン)に29歳 で途中入

社 したのは、1969年 の12月 のことです。実は立石電機 より先に某大企業

に合格 して2ヶ 月ほど勤めたときに、立石電機から採用の通知が来たので

す。某大企業では、周囲の社員みんなが私より偉 く見えていたときですの

で、思い切って立石電機に転職しました。この転職は、その後の私の人生

にとって、ターニングポイントとなるまことに幸運を招 く決断であったと

思います。

当時は日本の高度経済成長が始まった頃です。業績の好調な企業では、

定期採用だけでは必要人員の確保が出来ないため、大量の途中採用をはじ

めていました。今の就職難の状況とは全 く異なります。私は、立石電機の

募集広告が 日経新聞の全国版に掲載されていましたので、それを見て応募

しました。応募に際 しては、立石電機社員の研修で関わりがあるという妙

心寺塔頭寺院の先代 ご住職のご紹介を頂 くことが出来ました。ちなみに、

立石電機のブランド(今 は社名兼ブランド)は 、本社兼工場が御室仁和寺

のある御室(お むろ)に あ りましたので、OMROにNを 付けてOMRONと

したわけです。なお、臨済宗妙心寺派の総本山 ・妙心寺も会社のす ぐ近 く

にあ ります。会社は、今ならパワースポットとも云える環境にあったわけ

です。
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4閑 話休題一妙心寺

話が前後 しますが、そのころ私の故郷紀州田辺市にある妙心寺派の寺院

の副住職さん(白 浜のホテル時代の友人)が 妙心寺 ・浬禦堂の御守 り役で

来られていましたので、その方が立石電機と関係のあるご住職に声をかけ

てくれたのです。私と妙心寺とのご縁はこのときに始まり、その後も不思

議なご縁で結ばれているような気がします。

入社後は何度 も浬藥堂に友人を訪ねました。 また、立石電機が創業50

周年を記念 して妙心寺塔頭の境内に物故社員の慰霊碑を建立す るときに

は、総務部員の業務分担の関係上私が担当を命 じられました。他の50周 年

記念イベントが急激な景気悪化を理由に殆んど中止となる中で、この慰霊

碑建立だけが残ったのです。この仕事では、高野山に他社の慰霊碑の見学

に行ったり、慰霊碑 に使う高さ2メー トル、横幅4メ ー トルもある大 きな御

影石の検分に高松市に出かけた りしました。この慰霊碑建立の仕事は、法

務の仕事 とは全 く関係があ りませんが、私の庭造りや日曜大工の趣味に一

致 し、会社員時代 を通じて、一番楽しく充実 した仕事にな りました。更に

また、私の母親が亡 くなって本山に分骨をすることになると、本山が妙心

寺でしかも分骨の場所が渥桑堂 ということを初めて知ったのです。私の実

家はもともと不信心な家庭ですので、お恥ずか しい話ですが、そんなこと

を知らなかったのです。それか らはお参 りのため浬繋堂を訪れるようにな

りました。父親が100歳 の長寿を全 うして亡くなったときには、分骨の際、

「辻本家先祖代々」と書いた位牌を納めました。

龍谷大学にお世話になりながら、妙心寺とのご縁の話ばか りは、いかが

なものかとも思いますが、家内の実家は、浄土真宗西本願寺派の檀家で、

信仰心の厚い家庭です。家内からは、あなたが定年後龍谷大学でお世話に

なれたのは、実家が西本願寺にせっせ と寄付をしてきたおかげでは、とい

われています。企業法務の話が完全に横道にそれて しまいました。駄洒落

的になりますが、お寺の本山には法務部という組織があ ります。最近の企
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業法務部では、倫理とか遵法を社内に徹底する仕事のウエイ トが高 くなっ

ていますが、その仕事に閲しては、お寺の法務部のそれと基本的な役割は

同 じではないかと思います。

5資 材担当の頃

立石電機 に入社すると、資材購買担当の仕事を命 じられました。資材購

買担当といっても最初は、倉庫の中でパー トのおばちゃんが電線の検査を

している横で、マイクロスイッチやリレーの接触片に使う特殊金属の板や

フープを肉眼で見て、傷や変色がある箇所に赤いマジックでしるしを付け

るという仕事です。それを半年ほどして、やっと事務室の中に入れてもら

うことができました。

しばらくは、その金属材料の調達の仕事をしましたが、自分には合わな

いなあ と思い始めた頃に購買企画という部門に転属とな り、調達先との契

約や外注先の倒産対応の仕事に関わることになりました。この仕事は法律

知識を活かすことができ、私にとりましては、企業法務に係わる最初の仕

事になりました。その時に全面改定した 「外注取引基本契約書」と 「購買

取引基本契約書」は、私の自慢の作です。今 もその基本は変わっていま

せん。 また、大手外注先が倒産した時には、今では考えられないことです

が、夜間にトラックを外注先に乗り付けて貸与していた金型などの設備機

器の引 き上げを行ったり、貸付金の回収をはかった りしました。再外注先

などの零細企業からの引き上げは、胸の痛む作業でした。私は、企業法務

の仕事は現場や事業のことを知らずしてよい仕事はできないと思っていま

すが、その後現場の事業経験のない私にとりましては、貴重な経験であっ

た と思います。

なお、結婚は入社の翌年、30歳 の資材担当の時にしました。新居は嵐山

近郊の大覚寺近 くのアパー トでした。翌年子供が生まれることになって、

比叡山の中腹にある団地に家を建てて引っ越しました。つまり、私は30歳
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前後の2年 閥に、就職、結婚、子づ くり、家造 りを一挙にやってしまった

のです。このようなことができたのは、給与や休 日などの会社の労働条件

が良かったこと、また何よりも職場の雰囲気が家庭的で安心感があったこ

とのおかげと思います。それは、「我々の働 きで 我々の生活を向上 し

よりよい社会をつくりましょう」という社憲によく表されていると思いま

す。

6文 害係長の頃

資材関係を2年ほど経験 して、総務部に転属にな りました。私の上司で

あった資材部長が総務部次長とな り、法務関係の仕事 を担当させるため、

私を引っ張ってくれたためです。その総務部次長は、京都大学法学部卒で

法律に明るいことがあったと思いますが、これか らの企業には、法務の仕

事が必要だという明確な認識を持たれていました。私 もよき理解者を得

て、いよいよ法務の仕事ができると喜んでいました。 しかしそれもつかの

間のことで、総務部次長は私と入れ替わりに新 しい事業部門の責任者とし

て転属されて しまいました。

後ろ盾を失ってしまった私には、文書係長という名の下に、事務用品の

購買、郵便の受付業務の管理、 タイプ業務の管理、入札参加資格取得業

務、一般文書管理、規定管理 といった、総務部の中では周辺業務ばか りを

寄せ集めたような業務が担当業務 として命 じられました。 もちろんこのよ

うな業務も会社の中では必要な仕事ですから、おろそかにしてよいわけで

はなく、仕事の改善 もやってゆかなければなりません。法務業務とは違い

ますが、みんなで色々考えながらまじめに仕事に取 り組んだと思います。

このような中で、私に契約書の作成を 「個人的に」依頼 してくる社員が

何人かいました。「個人的に」という意味は、作成 した契約轡には私の印

鑑を押 して返却 しますが、依頼者は自分の印鑑を押 して自分が作成したよ

うにして上司に提出するという状況のことです。このような形ではありま
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したが、契約書作成は自然に文書係の仕事の一つ にな りました。ここら

当た りまでが、私のオムロンにおける法務業務創業期以前の状況と云えま

す。.

H企 業法務部門の時代

1文 書課の頃一法務専門部門への転換

文書係長の仕事をほぼそのまま引き継いで、私は1976年 に文書課長に昇

進 しました。私は張 り切って、事務用品の購買を入札制にしたり、文書管

理ハ ンドブックの全面改定をしたり、規定類の体系化 とその管理システム

の構築など様 々な業務改革に取組みました。課員との人間関係もよく、こ

のときの連中とは、今も付き合いがあ ります。

しか し、これ らの改革が一巡 して私が疑問に思い始めたことは、これら

の役割の不明確な庶務的業務では、会社の中でそれほど重要な役割は果た

せないのではないか、ということでした。その頃、「企業法務」 という言

葉が しばしば私の耳に入るようになっていました。また、商社などでは、

文書課では法務関係の業務を担当することが普通であると知るようになり

ました。 また、「個人的に」はじめた契約業務が次第に増えていました。

これらのことか ら、法務の仕事はこれからの企業にとって重要な仕事にな

るとの確信が徐々に形成 されてきたのです。 もちろん、私のバックボーン

を生かせる法務業務をやりたいという個人的な願望によるところも否定で

きません。そこで、私が決心をした内容は、役割のはっきりしない文書課

をいずれ法務専門部署に転換する。そのためには、時間をかけて次の2つ 、

①法務以外の業務は他部門に移管する、②他部門主管の法務業務は文轡課

に取 り込む、を実行 しなければならないということです。

しかし、その実行は容易なことではなく、大変な時間と労力を費やしま

した。こんなことは経営 トップが決心をすれば、一瞬のうちに解決で きる
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ことですが、社員の誰もが企業法務について理解をしていない中では、法

務業務の実績 を積みながら時間かけて実行する以外に方法がなかったので

す。 まず、①の他部門への業務移管については、どの部門も労多くして評

価 されることの少ない仕事は引き受けたが りませんので、本当に難航 し

ました。それが、最終的に成功 した要因は、時機を待ちながらも、移管の

チャンスを捉えたときの機敏なアクションだったと思います。中でも難航

したのは、入札参加資格 申講業務と規定類管理業務ですが、上記の戦略に

より、前者は事業部門に後者は内部監査部門に移管することがで きまし

た。②の他部門か らの法務業務の取 り込みも大変でした。契約業務、債権

回収業務、訴訟や弁護士管理など他部門が調子良く行っている仕事を引 き

剥がすわけですから、直接担当者か らの抵抗がかなりあ りました。そこ

で、両者の連携業務 という形にしつつ、サービス競争の中で実質的に文書

課にクライアントを取 り込むという戦略をとりました。 この戦略がうまく

いって、事実上の業務移管を進めることに成功 したと思います。このとき

の競争の中で、他部門のクライアントを顧客に自分達を小商店に見立て、

常にCS(顧 客満足)の 高い リーガルサービスを提供 しようという営業セ

ンスが、以後の法務部門のいわばDNAと して根付いたと思います。

文書課になったときに、株主総会の主管業務を総務課から引き継 ぐこと

になりました。 これは、文香課の独立と引き替えに押 しつけられたという

感 じです。この株主総会の主管業務は、労多 くして報われることの少ない

大変な仕事です。その大変さは、経験 した者でないと分からないと思いま

す。昭和57年 の商法改正で総会屋等への利益供与が禁止 される以前は、総

会屋 との接触 もしなければなりませんでした。 また、株主への招集通知書

等関係資料では、一字一句のミスも許されません。総会当日の運営では、

議長(社 長又は会長が担当)の 答弁と議事進行のサポー トをしますが、こ

れもうまくいって当た り前のまことに神経を使 う仕事です。私の場合この

仕事は、経験のあるベテラン社員が取 りしきって担当 して くれましたの
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で、リスクを感 じなが らも全面的に頼っていました。 ところが、その担当

者が突然、総会の2ヶ 月前に入院して しまったのです。このときは、私 と

未経験の担当者二人が必死で代役を勤め、何 とか ミスなく総会を乗 り切っ

たことが忘れ られません。

株主総会については、総会屋対応型の総会 と対話型の総会があ ります

が、前者か ら後者への転換は、上述の利益供与が禁止されて以降は必然の

流れと思われ ました。 しかし、総会屋時代を経験 した担当者にとっては、

容易に意識の切 り替えができず、利益供与はしないが、あえて積極的に対

話型総会にはしないというタイプが一般的であったと思います。幸い私に

はそのようなしが らみがない上に、上述の総会を乗 り切った経験 もありま

したので、思い切って対話型総会に舵を切 りました。ホテルでの開催など

株主が質問しやすい雰囲気作 り、総会直後の経営状況説明会の開催、株主

と経営者の懇談会の開催など、当時としては先進的な総会を開催 したとい

うのが私の自慢の一つです。

文轡課の8年 の問に他部門への法務以外の業務の移管 と他部門からの法

務業務の引 き剥が しによって、ほぼ法務業務への集約がで きましたので、

文香課か ら法務課に名称を変更することができました。

2法 務課の頃一国際法務への展開

ようや く法務課という名称の法務専門部門にはなったものの、仕事の範

囲は国内法務業務に限られ、国際法務業務は能力的に全 くできないという

状況で した。国際法務業務は、海外部門(後 に事業部門に分散)や 事業部

門がいわゆる国内の渉外弁護士か現地弁護士を利用 して対応をしていたの

です。 しか し、グローバル化が進展するなかで、国際法務ができないとい

う状況は、 どうにかしなければならない難問で した。解決策としては、他

社から国際法務経験者を採用する方策もあ りましたが、私にはその考えは

全 くなく、私を含めて法務課員全員が、自前でその能力を身につけようと
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思いました。チャレンジングではありましたが、英語もしゃべれない状況

か らの対策ですので、今思えば、かな り無謀な対応だったように思いま

す。それでも、前向きに実行した打ち手は、次のようなもので した。

第1は、国際法務について誰かに教えてもらおうということです。そこ

で、京都にある(財)比 較法センターの事務局長をされていた当社の顧問

弁護士(故 人)に 相談したところ、たまたま同センターに駐在していた女

性の米国弁護士と通訳兼アドバイザー(後 に大学教授)を 派遣 してもらえ

ることになったのです。講義テーマは、米国契約法でした。この講義受講

は、毎週水曜 日の午後 を全て使って、1年 半にわたり続けました。このと

きの講義録をまとめた資料がありますが、今でも米国契約法の入門書とし

て役に立つと思います。

第2は 、法務の若手スタッフを海外 ロースクールに留学 させようという

ことです。留学第1号 の実現は、本人が志願 してくれたことが大 きかった

と思います。幸い米国のニューヨーク大学ロースクールに合格し、卒業後

は弁護士事務所での実習を経て、ニューヨーク州弁護士の資格を取得 して

帰国 しました。その後は、若手担当者をベルギーのルーバン大学、中国の

人民大学に留学 させることができました。中国の人民大学留学は期間が3

年間と長いことなど、会社にとっても本人にとってもかな り負担の重いこ

とで した。

第3は、いうまで もな く英語の勉強です。これは、課員それぞれが 自己

啓発 とOJTで レベルアップを図ることにしました。私の場合は、管理職

昇進後一定年数を経た者に与えられる3ヶ 月間のリフレッシュ休暇制度を

使って、ニューヨークに語学留学 しました。この語学留学は、私の人生に

おいて極めて新鮮で楽 しい時であったと思います。学校はマンハッタン郊

外のロングアイランドという高級別荘地にあ りました。休 日にはマンハ ッ

タンに出かけ、怪 しげな安宿をとって観光三昧をした り、平 日には授業を

抜け出 して、近 くのゴルフ場に出かけたりしました。40代 半ばの年配者が
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20代 の若者と共に学び共に遊ぶことになりましたが、年齢的な違和感は全

くありませんでした。休暇の途中では、上司と会社の米国拠点があるシカ

ゴで合流 し、取引先ローファームを訪問しました。このときの食事会に参

加 した数人の弁護士の中に日本人弁護士がいました。後述 しますが、その

後彼を米国拠点の法務担当として雇用することになったのです。私は、こ

のリフレッシュ休暇のおかげで、海外には一人でいつでも出張できるとい

う自信がつきました。海外企業との現地での契約交渉も、事業部の担当者

に同行 しなくとも、現地合流のスタイルをとることができるようになった

のです。

以上いずれ も、沓けば簡単なことですが、実態は試行錯誤の連続で し

た。そして、ようや く海外法務の仕事を取 り込むことができるようになっ

たのです。私は、 リフレッシュ休暇から帰って部長クラスに昇格 し、組織

も社長直属の法務室になりました。

3法 務室の頃一法務業務の充実

法務室(部 ランク)に なって1年 後 くらいに私が法務室長になり、マ

ネー ジメントの貴任を負うことにな りました。私が自分に課 した課題は、

ようや く国際法務も担当できるようになった法務専門部署をいかに充実し

たセクションにすることかということでした。そのために様々な対策を実

行 しました。

第1は 、法務室員の駐在拠点を国内 ・海外につ くる事です。当時の経営

トップの指示は、「世界4極 体制の実現」で した。 これは、世界の4極 、つ

まり、 日本、米国、ヨーロッパ、中国で会社の事業活動を同次元で行うこ

とができる体制を構築せ よということです。それは主として販売、生産、

研究についていわれたことですが、私は、社長指示に 「悪乗 り」 をして、

それならば法務部門でも世界4極体制を構築する必要があると解釈 し、そ

の実現に取 り組むことにしました。先ず、東京に法務要員を置くことにし
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ました。このとき、事業部門経験者を東京法務の責任者になってもらった

ことが、大成功であったと思います。職人的な私にとって、事業経験のあ

る彼の知識 と発想 は大いに役立ちました。次は、シカゴ、アムステルダ

ム、北京の海外拠点に法務担当者を配置することです。シカゴでは、弁護

士募集の新聞広告をする直前に前述の委託先ローファームの日本人弁護士

から打診があり、渡 りに船 とばかりに雇用することにしました。アムステ

ルダムでは、ベルギーのロースクールを卒業 した法務担当者をそのまま現

地駐在 とし、1年 後に現地弁護士 をよく見極めて雇用 しました。北京は人

民大学留学中の法務スタッフを駐在員として兼務させ、その後は本社法務

スタッフを派遣することにしました。

第2は、取引先弁護士事務所の体制充実です。そのころ、何事 も相談で

きる京都の弁護士事務所のボスが亡くなり、所属の女性弁護士が跡を継 ぎ

ました。その弁護士は、相談内容を迅速 ・正確に把握 され、分からないこ

とは分か らないといっていただける方でした。女性弁護士で企業法務を扱

われる弁護士は少ないと思いますが、引 き続 き顧問をお願いすることに

しました。その後の経過からして非常によい判断であったと自負 していま

す。国内では、会社法、独占禁止法、知的財産権法の分野で法務業務が増

えて来ましたので、それぞれの分野で専門的に対応 していただける弁護

士事務所を開拓 しました。「開拓」 というのは、どの事務所が本当によい

サービスを提供していただけるのか情報が殆どない中で、その情報を得る

ためにいろいろ努力 しなければならないからです。たとえば、同じ質問を

候補事務所に投げかけてみて、最も的確な解答を頂いた事務所を選任する

といった、大変失礼な方法を取ることもあ ります。海外関係の弁護士事務

所 とのコンタク トは、法務担当者の4極配置に伴い、そこで直接コンタク

トできることになりました。そのため、日常的な問題で国内の渉外事務所

を利用することは、少なくなりました。なお、顧問弁護士の報酬について

は、顧問料は他の案件 に優先 して相談いただけるという優先権料(少 額)
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とし、具体的な案件をお願いする場合は、正規料金を別途お支払いするこ

とにしました。

第3は 、法務業務の質的向上 と効率化です。法務業務を取 り込むために

進めてきた事業部門へのリーガルサービスの質を落とさずに、何 とか効率

化で きないか ということです。中で も契約書の作成依頼が年々増加 し続

け、それにとられる労力 と時間の負担は、限られた陣容の中では限界に

なっていました。その対策としてみんなで考えたのが契約害の作成システ

ムです。その仕組みは、予め数百種の契約書の類型を作成 ・分類 し、デー

タとして法務のパソコンに入力 しておき、事業部門の担当者が例えば 「制

御機器特約店契約書」が欲しいと思ったときには、簡単な質問に答える形

で自分が必要とする当該契約書にアクセスし、目的の制御機器特約店契約

書 をアウ トプットするという仕組みです。 このシステムの構築のために

は、担当者が来る日も来る日もデータとなる契約書の作成に専念するとい

う大変な作業を必要としました。そのおかげでようや く契約書作成システ

ムが完成 したのです。このシステムには、前述の米国契約法を教えていた

だいた先生の名前にもちなんで、「リンダシステム」という名称を付けま

した。このリンダシステムは、契約書作成の効率化のためには大いに威力

を発揮 しました。更にまた、法務スタッフの業務の共有化のためのシステ

ム化にも取 り組みました。そのシステムでは、たとえば、中国との合弁契

約に携わった法務スタッフは、その業務が終わると、作業の手順や注意点

をデータとして法務のパソコンに入力 しておきます。その後他のスタッフ

が同じような業務を担当する場合には、検索をしてそのデータにアクセス

することができるという仕組みです。そのシステムには、法務のプロ向け

という意味で 「リンダ ・プロ」 という名称を付けました。これも、その後

の法務業務の効率化には、大いに役立ちました。

第4は 、内外の有益な法務情報を容易に入手できるようになることです。

ここでいう法務情報というのは、他社ではどう対応 しているのか、新 しい
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法令の内容はどうなっているのか、といった一般の沓籍等では入手できな

いような情報です。 このような情報の入手については、経営法友会の事

務局や役員の方々にずいぶん助けられました。経営法友会は、主として企

業法務を担当する責任者の団体です。私が関係した当初は300社 くらいで

あったと思いますが、今では千社を越える大団体になっています。私は法

務室長になった頃に、経営法友会 ・大阪部会運営委員の役を仰せつか り、

その後一時大阪部会主査(全 体の副代表幹事)を 勤めさせていただきまし

た。同会の大阪部会では、会員企業10社 くらいが協力して 「企業活動の法

律知識」という法務担当者向け実務番を作成し、1992年 に会員企業向けに

発行 しました。それが好評となり版を重ねましたが、私は初版から平成15

年の新訂第2版 まで連続 して関与することになりました。その他、私が大

阪部会主査のときに、「ソフ トウエア取引ガイ ドブック」を発行しました

が、テーマが限定されているせいか、初版のみで終わってしまいました。

このように、運営委員会や実務香の共同作成などを通じて多くの知己を得

ることができました。判断に迷うときには、先進企業や事務局の方に気軽

に相談できるという状態は、私にとって本当に有 り難いことでした。

第5は、社長直属部門として、経営へのサポー ト強化です。このために

も色々手を打ちました。1つ 目は、法務室の責任権限の拡大です。会社に

は責任権限規定というのがあって、横軸に会社の種々の意思決定事項、縦

軸に各部門のマ トリックス表があ ります。そして、たとえば企業買収につ

いて、経営戦略部門はもちろん、経理 ・財務部門、人事部門などが関与す

る場合は、そこに黒丸がつくことになっています。法務部門も縦軸に並ん

でいますが、経営的事項には、黒丸が付いていないことが多々あ りまし

た。それに黒丸を入れてもらうためには、かなり説得を要することで した

が、それまでの法務の実績が認められたせいか、思った以上に黒丸を付け

て もらうことができたと記憶 しています。2つ 目は、中期 ・短期計画の充

実です。会社では、3年 ごとに中期経営計画、1年 ごとに短期経営計画の策
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定 を行います。社長直属でない課ランクの時代には、その策定が求められ

ないにもかかわらず、中期経営計画 ・短期経営計画への 「協賛」 というや

や自虐的な呼び方で、自発的に計画策定に取 り組んできました。その策定

には、スタッフの全員が保養所などに合宿 し、みんなが自由に発言 し、図

表にまとめるという作業を行いました。その経験があ りましたので、計画

の策定を義務として求められる法務室の時代になっても、とまどうことは

ありませんで した。ただ、違 うところは、計画の発表会には社長が出席す

ることでした。私達は、この社長の出席を自分たちのや りたい事項につい

て社長のお墨付 きをもらえる絶好の機会と前向きに捉え、今まで以上に力

を入れて計画を策定しました。海外拠点に法務担当者を配置するといった

難しいテーマ も、この発表会でお墨付きをもらうことで実現できたと思い

ます。3つ 目は、社長への月次報告や取締役会への報告を充実することで

す。これには、かな り時間をかけて報告内容を練 り上げました。大和銀行

事件の株主代表訴訟で、取締役に対 し連帯 して約800億 円を会社に支払え

との判決について取締役会に報告 したときには、取締役会が一時水を打っ

たように静 まりかえったことが鮮明な記憶として残っています。

4法 務 ・知的財産権統合の頃.

組織改革の提案があればするようにとの指示が経営戦略室か らあったと

きに、私は、法務部門と知的財産部門の統合を提案 しました。それまで

は、知的財産訴訟(特 に海外での訴訟)や ライセンス契約、海外での模造

品の対策な どについて、知的財産部門と法務部門との連携がうまく行かな

いという実態がありました。しかし、それらの事項の法的な対応の重要性

が、社会的にも注 目されはじめた時期で したので、いっそ知財と法務が組

織統合すれば、問題は解決するというシンプルな提案内容でした。この提

案は、既に組織統合 している他社の法務部門の責任者に考え方を教えて も

らうなどして短期間にまとめた提案でしたが、それがすんな り通って しま
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いました。その統合組織が法務 ・知的財産権センターであ り、私がそのセ

ンター長兼法務部長にな りました。この組織は、4年後には、社長直属の

法務 ・知的財産権本部に発展し、私は、その本部長(理 事)に 就任いたし

ました。この組織 と役職は、私が退職する2001年 まで続 きましたのが、文

書課からスター トし発展を続けてきた法務組織と私の役職の 「上が り」と

なるものです。

知的財産部門のスタッフは、全員が技術系出身者であり、文系の法務と

はカルチャーが全 く違っていました。知的財産権の取得の面では、法務と

関係する部分はほとんどなかったのですが、その活用(ラ イセ ンスなど)

や権利侵害への対応 という面では、統合の理由となった両者の連携は以下

のようにかな り進んだと思います。組織が統合されれば、それは必然的な

ことです。

第1に、知的財産部でも中期 ・短期経営計画の立案に際 しては、スタッ

フみんなが自由に討議 し、相当突っ込んだ戦略立案をするようにな りま

した。その中の トピックスとしては、職務発明に対 し最大1億 円の報奨金

を出す という制度を創設することができたことです。それまでは、職務発

明に対する報奨金は平均3万 円 くらいで、高額の報奨金は出ない仕組みに

なっていました。新制度では、発明に対する技術的評価 とその後の会社へ

の利益貢献実績を、思い切って高く評価することにしたのです。これは当

時としては、インパクトのある制度でしたので、新聞にも取 り上げられま

した。その後、職務発明の会社への譲渡対価について、発明者に200億 円

を支払えとの地裁判決がでました(控 訴審で和解)の で、1億 円の報奨金

は、あまりインパク トがなくなったと思います。

第2に 、組織統合の目的であった法務と知財の連携 は、当然のこととし

て行われるようにな りました。たとえば、中国で制御機器の模造品が出

回ったときの対策の実行や米国の個人発明家から特許侵害で高額な賠償訴

訟を起 こされそうになった時の対応などについて、法務 と知財が緊密に連
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携することができました。また、中国が法治国家への転換 をはじめた頃、

北京の行政機関の方々20名 くらいを現地のホテルにお招きして、オムロン

の法務 ・知財スタッフ ・現地法人スタッフ10名 くらいと 「日中法律勉強

会」を開催 したこともあります。第1回 目のテーマは、模造品問題で した。

一民間企業がこのようなあまり利益に直結しない勉強会を中国で開催する

など今思うと信 じられないくらいですが、その実現は、模造品問題等に関

する法務 ・知財の連携があってこそ、と思います。

法務 ・知的財産権本部は、私の退職直後に法務と知財を分離 し、法務は

総務部門と統合 されることになります。法務と知財は、その業務内容の違

いを重視すれば、既に連携の目的を達 したものとして、分離することはや

むを得ないと思います。ただ、法務と総務部門との統合は、私が常に意識

してきた法務部門の牽制的役割を曖昧にするおそれがあると思いました。

幸いなことに現在は上部組織があるとはいえ、法務センターとして独立で

きたようで、私としては陰ながら喜んでいるところです。

5自 己評価 と総括

企業法務の時代を通 じてよかった点、反省すべ き点を次に総括 しておき

たいと思います。第1は、よかった点です。1つ 目は、中期 ・短期経営計画

を通じて目標を明確にしたことです。また、その目標設定に際 しては、常

に社長の経営方針の指示、言い換えるとそれは社長が実現 したいと思って

いる夢でもあるわけですが、法務としては、その夢の実現に協力 し、それ

を通 じて 自分たちの夢 も実現 しようというスタンスを持ち続けたことで

す。自虐的に言えば、「社長の夢に悪乗 りする」 ということです。2つ 目

は、その目標の計画段階において、スタッフ全員の自由な討議 を通 じて、

目標と情報の共有化ができたことです。いわば 「全員野球」が実現できた

かと思います。3つ 目は、常にCS(顧 客満足)の 高いリーガルサービスの

提供を心がけ、実践 してきたことです。他部門のクライアン トを顧客に自

(龍法'll)43。4,23(1475)



論 説

分達を小商店に見立て、商売をしているというセ ンスです。4つ 目は、何

よりもこれ らの実行を社長を始め経営層が、寛容の精神を以て見守って く

れたことです。そのベースとして、多少の紆余曲折はあっても、会社が発

展し続けて くれたことも大きいと思います。

第2は、反省 ・改善をすべ き点です。1つ 目は、私が理想 とした米国のゼ

ネラルカウンセル的役割は、ついに果し得なかったことです。米国のゼネ

ラルカウンセルは、社長の傍にいて、経営意思決定の リーガルア ドバイ

ザーの役割を担 うと共に、法務部門マネージメントの役割を担 う職能だと

いわれています。私の場合、後者の役割はそれなりに果たすことができた

と思いますが、前者の機能は充分に果たすことができていないと自覚 して

います。ただ、日本の経営 トップには、このような機能については充分認

知されていないと思いますので、その改善には、社会的 ・経営的環境の変

化を待たねばならない点もあると思います。それに関連 して2つ 目は、私

に事業経験がないこともあって、経営や事業について充分な知識を持ち合

わせていなかったこと、また、より幅広い知識と経験あるいは教養 という

点で充分ではなかったことが反省点です。これからの法務責任者は、自ら

意識してこれらの問題に取 り組むことが求められると思います。また、会

社 としては、既に一般化 しつつあることですが、法務貴任者を含むスタッ

フ部門貴任者養成の長期プランの中に、事業経験 と海外経験を含めること

が必須になると思われます。

m大 学教員の時代

1非 常勤講師 ・客員教授の頃(会 社在職中)

私が会社在職中の1992年 当時に、龍谷大学法学部の知 り合いの先生から

お声がかかり非常勤講師として教えることになりました。ほぼ同時期に立

命館大学法学部の先生からもお話があって引き受けることにしました。さ
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すがに2校で教えることは会社の仕事に差 し障 りがありますので、1年 後、

研究会に参加 していた龍谷大学だけにしました。カリキュラムのタイ トル

は、多少変遷はあ りましたが、「企業法務の実際」です。なお、龍谷大学

では、後に客員教授 にしていたただきました。それにしても、会社の勤務

時間中に大学に教えに行 くのですから、営利を目的とする企業にとって

は、容易には認めがたいことです。 しかし、社長にその報告をしましたと

ころ、赤いボールペ ンで 「ぜひ」と返事が返ってきたことが忘れ られませ

ん。ただ、平日の授業は、さすがに差しさわりがありましたので、翌年か

らは土曜日の授業に変更しました。会社員にとって、土曜日はゴルフなど

の レジャーが集中する日ですので、その付き合いができにくくなるという

問題があ りましたが、あえて大学の授業を優先することに決心しました。

授業は、企業の実務に視点をおいて法律の講義をするとい う新鮮 さが

あったためか、学生の反応は比較的よかったと思います。アンケー トでも

よい評価を頂きました。ただ、学生に質問を促 しても、ほとんど手が上が

らないという状況には困 りました。そこで、毎回の授業ではレジメの他に

10項 目ほどの設問書を配布 し、それに自問自答する形で授業を進めること

にしました。試験は、大 きなテーマたとえば 「企業における契約締結の留

意点を述べよ」といった論述式の問題としました。ところが、答案を読ん

でいると、一部の学生の記述が非常に似通っていて、間違い も同じという

現象に気がつ きました。その原因が、試験の時期になると近所の店屋で講

義録が販売されそれを買った学生が虎の巻にしているせい と、 しばらくし

てから分か りました。最近は、山が張 りにくいよう、毎回の授業で配布さ

れる上述の設問書の中から必ず1問 は出す という方式に変えています。

その間、龍谷大法学部の先生方 と企業の法務関係者で、企業法務研究会

を立ち上げることになりました。研究会では、京都 ・大阪 ・神戸の商工会

議所の会員企業約8千 社(回 収約2千社)を 対象に、各社の企業法務への取

組みの実態についてアンケー ト調査 を実施 しました。アンケー ト内容や回
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答結果の分析 ・評価は研究会で議論しました。 しか し、詳細な分析結果や

それに基づ く評価は、研究会リーダーの先生が徹夜で執筆されました。後

日私も同じような立場で番籍出版をする経験をしましたが、その当時はそ

の大変さに思い至 らなかったことを、今になって反省をしています。この

アンケー ト調査の成果は、「企業法務の実態と課題」(法 律文化社 ・2001年

3月)と いうタイ トルで出版 されました。この本は、調査対象が商工会議

所の会員企業である関係上その殆どが中小企業である点に特徴がありま

す。この点が非常にユニークですので、企業法務関連本では、参考文献と

して今も時々引用されています。この研究会ではさらに、「リスク管理と

企業法務」(法 律文化社2002年)と いう本を出版 しました。最近になって

こそ、企業の法的リスク管理やリーガルリスクマネージメントがクローズ

アップされていますが、このようなタイ トルの本は先進的であったと思い

ます。このような研究会への参加 と大学の先生方との交流は、私たち企業

側にとっても、非常に新鮮で有益であったと思います。

2大 学奉職

オムロンは、2001年6月28日 に退職 しました。本来ならその前年の12月

に退職するはずでしたが、株主総会運営の貴任者 としてその日までとどま

るようにとの社命を受けました。企業では一般的に退職時には、閑職につ

いていることが多いのですが、私の場合はその全 く逆で した。株主総会を

責任者 として無事や り終 えてその日に去るという設定は、西部劇のラス

トシーンを自ら演 じているように思えて、ひそかに感ずるものがありまし

た。

大学に奉職するきっかけとなったのは、上述の龍谷大学企業法務研究会

で法学部の先生方と会社に在職中からご一緒できたことがご縁 となり、会

社退職後は法学部教員として奉職 したいとの私の希望を受け入れていただ

いたのです。奉職は、2001年4月1日 付けで、身分は法学部特任教授(専 任
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教員)で す。

企業出身者が大学専任教員 として採用 されることが容易ではない こと

は、奉職後 自分が教授会に出席するようになって、始めて知 りました。大

学教員の採用基準 としては、特に論文の執筆実績が研究実績 として重視

されますが、通常企業出身者が、論文を轡く機会はほとんどあ りませんの

で、先ず この点で問題外 とな ります。幸いなことに私の場合は、いずれも

共著ですが、前述の龍谷大学の研究会での出版物、経営法友会での 「企業

活動 の法律知識」や 「ソフ トウエア取引ガイ ドブック」といった会員向

け書籍、他の研究会の 「討論 一コーポレー トガバナ ンス」(学 際図書出版

1999年)と いった書籍があ りましたので、それを認めていただいたのでは

ないかと思います。また、教育実績も問われることになりますが、企業出

身者にとっては、通常そのような実績はあ りません。ここでも幸いなこと

に、私には、会社在籍中に約9年 間の非常勤講師 ・客員教授としての教育

経験がありましたので、この点も評価いただいたのではと思っています。

しかし何よりも、前記研究会でご一緒させていただいた先生方のご尽力が

なければ、私の思いは実現 しなかったものと思います。

大学に奉職 して、企業 と比較 して仕事のや り方、カルチ ャーの違いに

は、相当なとまどいがあ りました。何よりも大学教員は、指示を受ける上

司も指示すべ き部下もいない一匹狼であるということです。企業では、役

割分担はあっても、基本的にはセクション単位のチームとして仕事 をしま

す。大学では、指示される上司がいないことは大変結構なことですが、部

下がいないため、コピーから簡単な書類作成、ちょっとした調べ物まで、

すべて自分で処理しなければなりません。今までこういった仕事は、セク

レタリーや部下に任せていたのですが、それができない状況は、相当ス ト

レスを感 じるものでした。

また、比較的些細と思われる事項であっても、専任教員の全員が出席す

る教授会(私 の場合は、大学院委員会)で 審議 して決定するという方式 も
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企業とは全 く違います。学部長や研究科長、教務主任といったいわゆる執

行部も、原案を教授会に提案する役割であって、決定権は全員参加の教授

会にあ ります。企業では、その事項を管轄する部門長が自らの責任で決定

することが原則です。会議は、真に他人の意見を聞きたいときに開催 し、

メンバーはそれに密接に関わる人のみを招集します。大学に奉職 して、こ

の違いにも驚きました。私にとって教授会のほとんどのテーマは自分が直

接関与しない事項ですので、ただ椅子を暖めて聞いているだけの状態が多

くなりました。これにも最初は、かなり違和感と苦痛を覚えました。

3大 学での教育活動

私の授業担当科目は、多少の変遷を経て最近は、学部の 「企業法務の実

際」(前 期)、 大学院の 「企業法務論研究1・ 皿」(前期 ・後期)、 法科大学

院の 「企業法務論」(後 期)、 「法務研修(企 業法務)」(後 期 ・前期)で し

た。いずれも、企業法務の概要、契約の締結、債権回収、知的財産権、独

占禁止法、会社法、国際法務、法的リスクの管理など企業法務にとって重

要なテーマを取 り上げるものです。また、共通することは、法律から実務

を考えるのではなく、実務から法律を考えるというスタンスとるというこ

とです。ただ、学部、大学院、法科大学院では、それぞれ教育目的が違い

ますので、それに応 じてレベル、内容を変えるようにしました。

学部の 「企業法務の実際」での私の狙いは、これからのビジネスマンに

とって法務知識は、どのような仕事を担当する場合であって も必須であ

る。学生の殆 どは企業に勤めることになるのだから、今その勉強をしてお

けば将来必ず役に立つ、というものです。 したがって、この授業は企業の

法務担当者を養成する教育ではなく、ビジネスマ ンの実務的一般教養のた

めの教育です。

大学院の 「企業法務論研究」では、上記テーマを前期 ・後期を通 して教

えることがで きますので、時間的に余裕があ ります。そのため、契約交渉

(龍法'11)43-4,28(1480)



企業法務と私

を実際にやってみるといったケーススタディに時間を裂 くことができ、学

生が少人数 ということもあって、最 も充実 した授業になったと自分では

思っています。ただ、大学院は本来研究者を養成することを目的 としま

す。そのため、企業法務という企業における法律実務が研究対象 として成

り立つかという問題があ ります。私の結論は、経営学と同様に企業法務も

学問の対象たり得るということですが、詳しくは前述の 「企業法務に関す

る理論と実務」に書いてあります。

なお、大学に奉職 したその年から3年間は、大学院生の修士論文の指導

も担当しました。私にとって論文指導は初めての経験ですので、 どこまで

突っ込むべ きかその指導のレベルが分からないため、相当苦労 しました。

最初の年は、「インターネット取引における契約の成立」、次の年は 「株主

代表訴訟の改革」、3年 目は 「インターネット情報と著作権」 といったテー

マで した。企業出身者としては、他社(他 者)と の差別化、つ まり論文の

独創性 に力点を置きたいのですが、学生の レベルにそれを求めることには

無理があったと思います。無理なところに独創性を求めるあまり、いつの

間にか私 自身の研究活動になっていたようです。そのため、論文の提 出締

切が迫っているお正月は、論文指導にほとんどを費や しました。そのせい

か、いずれの論文も少 しは独創的な論文になったと、ひそかに自負してい

ます。 しかし、専門の先生方は、独創性よりも判例 ・学説を丁寧に読みこ

な し、それを分析することに論文の重点をおかれているように思います。

学生の論文や レポー トで コピー&ペ ース トが横行 している現状を考 える

と、独創性は貴重だと思 うのですが、なかなか評価 されにくいという問題

があ ります。

法科大学院の授業では、かなり大変な思いをしました。先ず、「企業法

務論」では、私には30年 に亘る企業法務の実務経験があるとはいえ、法科

大学院の法曹養成 という目的が、重くのしかかってきます。私が とった基

本スタンスは、「企業法務論」の講義は司法試験 には直接役に立つ授業で
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はない、しかし、将来学生が弁護士 となった場合に、この講義は必ず生 き

てくるというものでした。といいなが らも、現実に学生は司法試験の受験

生ですので、実務論とはいえできる限り関係法律の条文を読み解 くという

方法を徹底 しました。そのため、関係条文を漏らさずレジメに記載するよ

うにしましたが、そのようなレジメの作成は会社法の全面改正などがあっ

て、最初はかなり労力を要する作業にな りました。幸い、朝の9時か らの

授業にもかかわらず出席率が高く、また私独自のアンケー トでもよい評価

をもらい、報いられた気持になることができました。

法科大学院の 「法務研修(企 業法務)」 は、2月 末の2週 間、企業の法務

部門での実習 とそれを挟んで前後に各半期間の演習を行 うという内容で

す。この企業法務研修を選択 した学生は、数名から多いときには10名 とな

りました。実習先は、私が知っている京都近郊の有力企業を個別に訪問し

て受入をお願いしました。真に社会貢献に注力 している企業は実習受入を

社会貢献ととらえ、比較的容易に承諾 してもらうことができました。演習

は、土曜 日の15時 か ら3時間の授業を11回 行いました。私は、企業法務概

論、契約 とまとめの3回 分を直接担当 し、残 りは実習先の貴任者に、それ

ぞれの得意分野を指導 していただくことにしました。この法務研修では、

私一人で担当したこともあって、実習先の開拓、実習期間中の訪問、演習

の 日程調整、演習後の懇親、関係者会議への出席など相当の負荷がかかり

ました。特に企業の法務責任者との接触は、依頼側としての立場上神経を

使う仕事でした。 しか し、この授業と懇親会を通じて行った学生 との交流

は、大変有意義で楽 しい ものとなりました。ただ、気がか りであったの

は、この企業法務研修か ら司法試験合格者がなかなか出かったことです。

それも昨年 ようや く3名の合格者を出し、ほっとしたところです。私の退

職後もこの学生との交流が続 くこと、司法試験合格者が更に出ることを

願っています。ただ、私は、学生にとって法曹だけが唯一の道ではなく、

企業や独立事業でがんばることも大いに結構 という考えを持っています。
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その時には、法科大学院での3年 間の学習 と厳しい司法試験の勉強は、決

して無駄になることなく、 自身のバックボーンとして必ず生きて くるもの

と確信 しています。

4大 学での研究活動

私の大学での研究活動で最 も力を入れたことは、知的財産契約に関する

共同研究です。知的財産契約 とは、特許や商標のライセンス契約や譲渡契

約をいいますが、そのような契約について、知的財産 と契約の両面か らア

プローチ してその本質を究明 しようとするものです。この共同研究は、龍

谷大学の学者、企業法務の責任者、弁護士、弁理士、税理士など約20名 を

メンバーに、社会科学研究所の助成を受けて、ほぼ月1回のペースで、4年

間続けました。最終目標は、共同研究の成果を本にまとめることにあ りま

したので、研究会も予め執筆分担を決め、その原稿を研究会で発表願い、

それをみんなで検討するという進め方をしました。最初の頃は、年1回 は

合宿をして研究発表をおこなうなど、時間的余裕があ りましたが、4年 目

の本の出版作業 に入ってからが大変で した。本の全体構成、執筆分担内

容、原稿提出期限を決めて、それぞれが最終原稿の執筆作業にはいると、

20名 という大人数の執筆者であることや各人の職種の違いもあって、原稿

レベルのバラツキや納期遅れが次々と出て、収拾がつかない状況に陥りま

した。私は共同編集者として、事務局の方々と協力 して、何 とか執筆者に

原稿を出してもらうための督促作業、誤字 ・脱字のチェックから文章修正

作業にいたるまで協力を行いました。ある時には、朝の10時 頃か ら夜の8

時頃までホテルの喫茶店で、執筆者 と原稿修正の打合せを行 うこともあり

ました。このようにして誕生 したのが 「知的財産契約の理論と実務」(日

本評論社2007年)で あ り、全体で600頁 近い大作にな りました。他人の原

稿の修正を行 うと、その執筆者 との人間関係が悪 くなるケースが多々あ り

ますが、幸いにそのようなこともなく、和気あいあいの内に打ち上げを行
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うことができました。

私が参画をした研究会としては、京都企業法務研究会があります。この

研究会は、法科大学院学生向けに企業法務に関するテキス トを作ろうとい

う目的で、大企業の企業法務出身者を中心メンバーとして、3年 ほど前に

発足 しました。この研究会の進め方は、京都大学の会議室をお借 りして月

1回、メンバーが担当テーマの原稿を発表し、それを全員で検討するとい

うものです。私の担当は 「企業法務論」でした。当初はテキス トの出版を

目指 していましたので、私も原稿を番いている内につい力が入 り、企業法

務の役割や実態にとどまらず、法的リスクの管理にまで書き進んで しまい

ました。 ところが、諸般の事情からこのテキス トは出版しないという方針

になり、私の原稿 も日の目を見ないおそれが出てきま した。そこでメン

バーの了解を得て、龍谷法学に 「企業法務に関する理論 と実務」(第42巻

第4号)と 「企業における法的 リスクとその管理」(第42巻3号)の タイ ト

ルで掲載 していただいたのです。いずれも企業法務に関する私の40年 にわ

たる経験と思いを集大成する内容でもありますので、公式文献である龍谷

法学への掲載の意義は大きいと思っています。企業の法務部門の方、企業

の法務部門に就職をしようとする方には、ぜひ読んで欲しい文献であると

自負しています。

もう一つ、会社在職中から関与した私にとって思い出深い研究会があり

ます。それはある民間会社が主催し、私が座長、弁護士がアドバイザーと

なって、京都の中堅 ・中小企業の法務担当者の勉強会として発足した研究

会です。発足当初の数名のメンバーは、ある日突然法務担当を命ぜ られた

中年の方が中心でしたので、必然的に帰りの飲み会がセットのようなもの

です。この ときの交流は中小企業の実態を知るためには大いに役立ちまし

た。また、私が中小企業の法務に関心を持つきっかけでもあ りました。そ

の後、中年メ ンバーの交代が進み、若手10名 くらいに発展 は致 しました

が、ややマ ンネリになり、私も座長として負担を感じていました。ところ
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が、私がア ドバイザーに退 き、 リーダーが若手の法務責任者に変ったとこ

ろ、急に研究会が活気づ き、メンバーも一挙に20名 くらいに拡大 ・発展し

たのです。その時改めて感 じたことは、あまり年配者がいつ までもリー・

ダーになっているべ きではないということです。 この研究会の退会にあ

たっては、「企業法務 と私」について、この原稿 を要約 した内容で講演を

させていただきましたg

企業法務の研究活動に関連 して、私が心残 りに思 うことがあ ります。

元々私が龍谷大学法学部の教員になりたいと思ったのは、企業法務を中小

企業に普及するための活動を、龍谷大学を核にして展開したいという目的

か らです。前述のとおり、龍谷大学企業法務研究会では、「企業法務の実

態 と課題」、「企業における法的 リスクの管理」を出版 しましたが、その調

査結果か らも、これからは中小企業においても企業法務の構築、法的リス

ク管理(コ ンプライアンスを含む)が 求め られる時代になると思われるか

らです。現に、中小企業が起こした不祥事は、即その企業の倒産につなが

るといった事例がますます増加 しつつあります。私は、この中小企業への

企業法務の普及を研究活動および実践活動として展開したいと思って龍谷

大学に来たのです。ところが、予想外の事態がありました。一つは、私が

共同研究をしたいと思っていた先生の一人が、私と入れ替わ りに他の法科

大学院に転属 されて しまったことです。 もう一つは、法科大学院の授業を

兼担することになったための大きな負担です。私が法科大学院の実務家教

員の採用枠で採用されたといういきさつを聞くにつけ、法科大学院を外 し

ていただくといった我が儘は言えませんでした。 もちろんその様 な理由に

かこつけた私の怠け心 も、大 きいと思います。結局このテーマについて

は、全 く手を付けることな く退職に至るわけですが、心残 りなことです。

5大 学退職後

2011年3月31日 をもって、龍谷大学を退職することにな りました。丁度
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10年間お世話になったことになりますが、あとしばらくは客員教授 とし

て、大学院と学部の授業を担当させていただけることになりました。私が

大学でやり残したと思っていることが3つあ ります。1つ 目は、上述の 「企

業法務の中小企業への普及」です。2つ 目は、司法試験受験資格喪失者に

対する就職支援のための 「企業法務塾の開設 ・運営」です。3つ 目は大学

に奉職 してから私が執筆した論文のうち、企業法務の概要、法的リスク管

理、契約の縮結等をまとめ、この原稿を含めて、「企業法務のベースメン

ト」といった単行本を出版することです。

しかし、今一番や りたいことは、客員教授の仕事は別 として、しばらく

は何 もせずにゴロゴロすることです。若い頃に経験 したそれは、悩みなが

らのゴロゴロでしたが、今度は晴れてゴロゴロすることができます。そし

て、それにも飽 きて私の勤労意欲が湧き、それに加えてよき協力者が現れ

れば、上記3つ のや り残 しテーマに取 り組みたいと思います。

〈おわ りに〉

私が企業法務に関わった40年 を振り返りましたが、要約すれば、仕事と

はいえ 「好き勝手 をさせていただいた」という一言に尽 きると思います。

それは、一匹狼の大学教授としては、あまり珍 しいことではないと思いま

すが、会社員 としては、大変珍 しいことではないかと思います。ただし、

私の好 き勝手には、会社の経営方針など一つ上の方針に合致できる目標を

常に持つこと、その目標を関係者と共有化し達成したときには共に喜びあ

える環境をつくること、という前提条件があったと思います。退職後はこ

の前提条件 もなくな り、晴れて自由の身となって 「好き勝手」をすること

がで きます。

最後になってしまいましたが、私の好き勝手を寛容の精神で見守ってい

ただいた会社 ・大学の経営者 ・上司の方々、目標の設定や仕事の上で入手
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困難な情報の提供やア ドバイスを頂いた諸研究会 ・団体 ・他企業の方々、

また、企業法務の仕事に私と共に力を合わせて取 り組んで くれた方々に

は、私がこのように40年 を無事に過ごさせていただいたことについて、心

から感謝の意を表 したいと思います。さらに、「企業法務 と私」 という仕

事に係るテーマの関係上、妻や家族が登場する機会がほとんどありません

でしたが、私が企業法務という仕事に専念できる環境を永年にわたって維

持し続けてくれた妻や家族にも感謝しなければなりません。ひょっとする

と私は、妻の手のひらの上で40年 間踊 り続けていたのか も知れません。本

当にあ りが とうございました。
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